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る研究は盛んに行われている。例えば，自己効力感（self-efﬁcacy; Bandura， 1977），学習性無力感（learned 
helplessness; Abramson， Seligman， & Teasdale， 1978），統制の位置（locus of control; internal versus external control 




































































　また，Dweckの枠組みの特徴として，「（暗黙の）知能観（theories of intelligence）」がある（Dweck & Master，
2008; 上淵，2003）。知能観とは，個人がもつ能力や知能に対する信念であり（村山，2003; 上淵，2003），
Dweck（1986）や Dweck & Leggett（1988）は，人間のもつ知能は可変であり，いつでも大きく変えられると
いった「増大的知能観（増大理論 : incremental theory; 道具理論 : instrumental theory）」とし，一方で，人間のも
























　知能観そのものが理論的な側面が強いという指摘こそあるが（e.g.， Elliot & McGregor， 2001），Dweckの理
論を特徴づける重要な概念であり（村山，2003），また，実証的な検討も少なからず行われてきている。
　C. Ames と J. Archer による統合　達成目標を捉えようとした二項対立的な考え方は，その後様々な類似概
念が散見されるようになった（村山，2003）。Ames & Archer（1987; 1988）は Nicholls（1984）の課題関与，
Dweck（1986）の学習目標，Ames & Ames（1984）の個人的目標構造（individualistic goal structure）をまとめ














「二つの目標」の問題点　このように，Ames & Archer（1987; 1988）が行った達成目標志向性を「習得目標」
と「遂行目標」の二つの志向性に分ける試みは，達成目標理論研究において重要であったといえるだろう。し
かし，この達成目標志向性の統合は，様々な類似概念の共通点を取り上げたに過ぎず，いくつかの問題点があ











& Archer（1987; 1988）による達成目標志向性の統合は妥当であるとはいえない。そこで Elliot & Harackiewicz
























えることが示されている（Midgley， Kaplan， & Middleton， 2001）。また，メタ分析の結果において遂行接近目





























把握（monitoring）・調整（制御 : regulation）からなる「メタ認知的方略（meta-cognitive strategy）」，Elliot， 

























　Elliot（1999）や Elliot & Thrash（2001）は有能さを概念化した際に，「課題基準（task-referential）」と「自己




　Elliot， Murayama， & Pekrun（2011）は，三つの有能さに接近─回避動機づけの考えを導入し，「課題接近目
標（task-approach goal）」，「課題回避目標（task-avoidance goal）」，「自己接近目標（self-approach goal）」，「自己
回避目標（self-avoidance goal）」，「他者接近目標（other-approach goal）」，「他者回避目標（other-avoidance 
goal）」の 6志向性からなる 3（有能さ : 概念）× 2（接近─回避 : 価）の達成目標の枠組みを提案した（Figure3）。
このモデルは，今までの二つの目標，三目標視点，2× 2の目標枠組みを包括するものである。Elliot et 
















































































　達成目標理論における初期の研究（e.g.， Ames & Archer，1987; 1988; Dweck，1986， Dweck & Leggett，1988; 
Nicholls，1984）では，主に有能さといった評価基準に注目し，「習得目標」と「遂行目標」といった二つの目
標から志向性を捉えようとした。しかし，この統合には特に「遂行目標における結果の非一貫性」といった問
題があり，それ以降 Elliot & Harackiewicz（1996）や Elliot & Church（1997）をはじめとする遂行目標を「遂行
接近目標」と「遂行回避目標」に二分化した三目標視点，Elliot & McGregor（2001）をはじめとする二分化さ
れた遂行目標に加え，習得目標を「習得接近目標」と「習得回避目標」に二分化した 2× 2の枠組みなどによ
って検討されてきた。現在では Elliot（1999）や Elliot & Thrash（2001）の「有能さ」の概念に立ち返り，3（課




































































































































































































Elliot，1999; Elliot & Thrash，2001），「有能さ」の概念によって目標志向性を分類した（Elliot et al.，2011）。一
方で，「有機的統合理論」は主に，内発的動機づけに必要な「自律性」に注目した理論であるといえるだろう。
　これにより，「達成目標理論」による有能さ×接近─回避の価の枠組みを，「有機的統合理論」の各自己調整




















取り上げた研究もあり（e.g.， Elliot & Dweck， 1988; Middleton & Midgley，1997; 2002; Midgley， Arunkumar， & 
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変数として，学習効力（learning efﬁcacy），試験についての懸念（worry about exams），授業での専念（absorption 
in class），授業での活力（energy in class）が挙げられている。
8　ここでは文脈に従い特に「有機的統合理論」について取り上げる。
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